家主による居住支援の意義と役割に関する考察 ―愛知県見守り大家さん調査を通して― by 岡本 祥浩
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自由論題




























































































































































































































































































































































































































木造・防木 RC・SRC 鉄骨造 その他
愛 知 県 1368200 1035000 355100 6100
調査対象 59 157 49 15
表 ２ 　共同住宅の階数別棟数
1階建て 2階建て 3階建て 4階建て 5階建て 6-7階建て 8-10階建て 11-14階建て
愛 知 県 200 58900 20400 13900 7200 5700 4400 2300
調査対象 59 145 49 13 0 0 15 0
15階建て以上
愛 知 県 400
調査対象 0
総合政策フォーラム 第8号






















































愛 知 県 76600 61700 220500 486100 551900 299600 348700 356100 184600
調査対象 2 3 29 36 56 44 41 27 27
図 １ 　管理戸数別棟数
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1万円未満 1万円 2万円 3万円 4万円 5万円 6万円
愛 知 県 44100 80800 77200 105900 162100 204600 173700
調査対象 0 0 8 22 50 52 43
7万円 8万円 9万円 10万円 10-15万円 15-20万円 20万円以上
愛 知 県 105900 47900 20600 13700 16900 4100 800
調査対象 36 24 12 6 11 2 1
図 ２ 　住戸タイプ
総合政策フォーラム 第8号


































失業者 非正規 生保者 未成年 外国人 元野宿 学生 精障者 知障者 刑余者 高齢者 難病者 ＤＶ被害化過敏 アレルギー単女性 一人親 被災者 子ども 身障者
家賃支払能力
（家賃滞納・夜逃げ）
50 14 13 8 8 8 6 0 0 3 0 0 0 0 0 1 1 1 0 0
近隣・他者との
トラブルの心配
0 0 1 2 47 4 0 39 17 11 0 2 4 0 0 0 0 0 5 3
病気や死亡の心配 0 0 2 0 0 0 0 3 0 0 33 5 0 1 0 0 1 0 0 1
保証（人） 1 0 1 3 2 4 0 0 0 2 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0
トラブルの心配 1 0 1 3 6 1 2 13 7 25 5 3 10 4 1 2 1 0 0 1
予断 1 1 5 1 0 2 0 1 0 6 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1
支援の困難 1 0 2 4 0 2 0 12 5 5 5 10 3 9 6 0 0 1 0 3
建物構造 0 0 0 0 0 0 0 3 2 0 4 2 0 1 0 0 0 0 1 22
入居者制限 3 4 8 4 2 5 3 3 3 4 3 2 3 1 0 4 4 2 3 4
合計 57 19 33 25 65 26 11 74 34 56 54 24 20 16 7 7 7 4 9 35
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表 ８ 　住居の役割とその補完サービス
番号 役　割 備えるべき機能 機能欠落の結果 機能の欠落の補完
1 「命と身体」を守る
地震、台風などの自然災害から人の
身体を守る強さと災害にあいにく
い立地
家屋の崩壊、損壊
死亡、孤立
救援、救急、消防
2 健康を維持・増進
適切な温度、湿度、明るさ、静けさ、
広さ、居住設備、清浄な空気と水、
必要なエネルギーと廃物の処理
心身の疾患、生活
習慣の乱れ、衛生
環境の保持困難
公衆衛生、医療、
福祉サービス
3
疲れの回復と新た
な活力
安全で安心して眠れ、活力の湧く意
匠（デザイン）
活力の低下
医療、福祉サービ
ス
4
次の世代を生み、
育む
プライバシーが確保され、団欒しや
すく、外部環境との繋がり
暮らしに適合
少子高齢化の深化
学力低下
非行、校内暴力
医療、福祉サービ
ス、教育
5 暮らしの拠点
職場、学校、商店、医院、役所、文
化・芸術、娯楽などの場を訪れやす
く、友人・知人などと触れ合いやす
い立地環境および交通環境
孤立、生活の質の
低下、孤独死、買い
物難民
公共交通、都市計
画、見守りサービ
ス、生活支援物資
の配布
6 社会的信用や地位 適切な住宅としての外観
失業⇔住居喪失、
ホームレス、銀行
口座の開設不可
公的扶助
7 社会を結ぶ窓口 住宅の存在
社会的サービスと
つながらない
公的扶助
8 適切な経済的負担 居住費用が収入の一定割合以下
家計の破綻、不適
切な質の住居
公的扶助
居住福祉を実現するために忘れてはならない観点（生活資本）
居住者本人と周りの環境条件や仕組みは常に変化する
　加齢、病気、事故による身体機能の変化
　経済、制度、技術の変化（進歩）と環境（構築物の劣化）
　生活を支える条件や仕組みを調整する参画の保障
参考 日本国憲法 第11条、第25条
世界人権宣言 25条
社会権規約 11条、一般的意見
ハビタットⅠ、Ⅱ 居住への権利

